
主 催 ●筑波大学体育系ヒューマン・ハイ・パフォーマンス（ARIHHP)
●文科省特別経費プロジェクト
ヒューマン・ハイ・パフォーマンスを実現する次世代健康スポーツ
科学の国際研究教育拠点-最先端生命・認知脳科学の導入-

代 表 征矢英昭（センター長 教授）
連 絡 先 ARIHHPプロジェクト推進室 （GSI棟202）
E-ma i l office@arihhp.taiiku.tsukuba.ac.jp
電 話 029-853-6325/2671

佐藤先生は筑波大学人間総合科学研究科にて博
士号を取得され、その後新潟医療福祉大学にて
「身体と脳の健康を高める」ことをテーマに教
育・研究に邁進されています。
とりわけ、学生時代より「水の中での運動」に
焦点を当てた研究を進めてこられ、水に入るこ
とや水中運動が脳・神経系や心理面へ及ぼす影
響など、心身の健康への効果について多方面か
ら解明されてきました。本セミナーにおいては
これまで佐藤先生が解明されてきた知見を中心
に、水に入ることの意義や応用可能性について
神経生理学的な観点から解説していただきます。

※学外の方は事前の申込みが必要です。【メール】office@arihhp.taiiku.tsukuba.ac.jp

2018 年 6 月25日（月）17:00 ～19:00

第 回36

講演タイトル

「『水』によって生じる
神経活動と可塑性強化への
応用可能性」

佐藤大輔 博士
新潟医療福祉大学

健康科学部 健康スポーツ学科 教授

世話人：高木 英樹（6330） 参加費無料

会場：筑波大学 5C606

ARIHHP
Human High Performance セミナー
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